




要約:γ-グロブリン療法が施行されるようになった現在、川崎病の冠動脈有病変児、特に、

その冠動脈閉塞性病変を残す例は少なくなってゆくので、過去の例(学童例)のホルター心

電図所見を中心に検討し、不整脈が本症既往児の長期予後にどうからむかを検討するプロ

ジェクトを考えた。本年度はそのパイロットスタディーとして 33 例の学童例の検討を行っ

た。今回の結果はネガティヴであったが、そのデータをもとに次年度の本研究のアンケー

ト調査表の作製をはかった。次年度に最終的報告を行う予定である。 


